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はじめに

日本には、淡水魚の体表に寄生するArgulus属はチョウモドキ(Argulus oregoni)とチョウ(A.

japonicus)が生息する。チョウモドキが冷水性淡水魚に寄生するのに対し、チョウは温水性淡水魚

に寄生し、両種が混合寄生した例は知られていない(小川、 2004 。チョウモドキは広く欧州に生

息分布し、日本-は欧州から魚の体表に付着して移入されたものと考えられる(時岡、 1988 。わ

が国では東京都下および近畿地方で、アユ(Plecoglossus altivelis) 、マス(Oncorhynchus masou) 、

タナゴ(Rhodeusocellatu)の体表から採集された(長揮、 2002 。奈良県では御勢(2002　によっ

て1953年、川上村の吉野川で捕獲されたアマゴに寄生したチョウが確認されている。今回、奈良

県五候市大塔町赤谷の川原桶川で捕獲したアマゴ(Oncorhynchus rhodurus)の体表に寄生するチョ

ウモドキを確認した。また、飼育した採集個体が産卵したことから、卵塊の観察及び幼生の発生を

確認できたので報告する。

本報告に当たり、大阪府環境農林水産総合研究所水産技術センター有山啓之氏にはチョウモドキ

の同定、と文献の便宜を、奈良教育大学自然環境教育センター前田喜四雄教授および鳥居春己准教

授には多大な助言と指導を、伊藤ふくお氏には貴重な写真を提供していただいた。それらの方々に

厚くお礼申し上げる。

材料と方法

2008年7月25-26日、五候市大塔町赤谷大字清水にある奈良教育大学奥吉野実習林前の川原桶

川において捕獲したアマゴの体表に、チョウモドキ幼体および成体が寄生していることを確認した。

7月30日に同地において、アマゴ体表からチョウモドキ18個体を採集した。チョウモドキは現地

でくみ取った川の水300mlに入れ、奈良県御所市三室の自宅に持ち帰り、 5×9×9 (cm)の水槽で

飼育した。水量は水槽の半量で、常温で飼育し、水温は20-34℃、エアレーションは行わなかっ

た。なお、同時に捕獲したアプラハヤ(Morocosteindachneri)からは、チョウモドキを確認するこ

とはできなかった。

結果と考察

チョウモドキはアマゴの体表に付着し、胸びれの下側付近に多く付着していた(Fig. 1)。体長4

--8mmの個体が多かった。背面と腹面から観察すると頭部の目と横に広がる大きな楯甲が特異的で
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ある(Fig. 2-3)。また、腹面の目の下にある一対の大きな円形状の器官が魚の体表に付着するた

めの吸盤である(Fig. 2-3)。

飼育中の2008年8月1日に水槽壁面に卵塊を発見した(Fig. 4-1)。卵塊は単層で産み付けられ、

卵の長径短径は写真画像から測定し、平均で長径は0.39mm、短径は0.22mmであった。卵塊はその

後の産卵を含め3個であった。大きい卵塊中の卵の数は182個、他の2個の小さい卵塊の卵の数と

総醇化率は未確認である。その後8月27日、醇化した体長0.55mmのCopepodid型幼生の発生を

確認し、顕微鏡で観察したが、このサイズの幼生には吸盤は確認できなかった(Fig. 4-2)。

チョウモドキは、細尾目(ェラオ目Branchiura)のチョウ科(Argulidae)に属する(時岡、

1988;椎野、 1964)。長揮(2002　の記載は下のようである。日本ではチョウモドキ、チョウの2種

は淡水魚の体表に寄生する。宿主はニジマス(Oncorhynchusmykiss)、ヤマメ(0. masou)、アマゴ、

アユ、キンギョ(Carassiusauratus)などから報告されている。寄生部位は肉眼所見でそれぞれの

宿主の魚の体表に大きさ1cm程度のチョウモドキが観察される。チョウモドキはヤマメやアマゴな

ど自然の河川よりも養殖マス類の体表に寄生することが多い。同じマス類でも、ニジマスのように

活発に遊泳する種は寄生を受けにくく、イワナやカワマスなど緩やかな泳ぎの種には多く寄生する。

ヤマメでは胸鰭、腹鰭の周辺に多く見られ、水流抵抗の少ない部位にとりつく傾向がある。御勢

(2002　が1953年、川上村の大和吉野川にて捕獲しされたアマゴに寄生したチョウを確認している。

当時川上村漁業組合長であった山崎実蔵氏の観察記録では、チョウはアマゴ、アユ、アプラハヤに

もつくがウグイにはつかないという(御勢、 2002 。今回の採集したチョウモドキはアマゴの体表

に寄生していたが、アプラハヤ　には確認できなかった。現在、チョウモドキを確認した川原桶川

には長年の治山工事により多くの堰堤が設置され、頻繁に渇水状態になる。そのため、残された狭

い水域に多くのアマゴなどが集中することがある。渇水によって狭い水域に魚が集まったことが、

アマゴ-の寄生を高めた可能性がある。この地域のアマゴは放流によるものであるが、チョウモド

キがどのように分布を広げてきたのか、周辺の水域での寄生状況など、また野外活動の一環として

の渓流釣りのために、今後も継続的に観察する必要があるだろう。
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2-1 :背面

図2.チョウモド与の幼体・成体(撮影:08.07.25)
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図3.チョウモドキの幼体・成体(撮影:08.07.25　伊藤ふくお)

図4.チョウモドキの卵塊と鰐化した軸did型幼生　　図5,チョウモドキの幼体(撮影:08.07.30)
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